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【那覇マラソン】
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表 紙 解 説
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悪
質
商
法
に
注
意
!

「
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
」
及
び
「
割
賦
販
売
法
」
が

改
正
さ
れ
、
平
成
十
六
年
十
一
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

那
覇
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
石
嶺
・
首
里
城
み
ぐ
い
）
の
実
証
実
験
運
行
に
つ
い
て

21
お
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ら
せ
﹇
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就
任
ご
挨
拶

沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
大
臣

小
池
　
百
合
子

大
臣
、
副
大
臣
及
び
大
臣
政
務
官
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

十
一
月
は
下
請
取
引
適
正
化
推
進
月
間
で
す
。

「
行
政
財
産
等
の
使
用
状
況
実
態
調
査
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
結
果
」

及
び
「
未
利
用
国
有
地
等
の
総
点
検
結
果
」
に
つ
い
て

管
内
経
済
情
勢
報
告

国
営
羽
地
大
川
地
区
　
真
喜
屋
ダ
ム
定
礎
式
挙
行

│
ダ
ム
の
永
久
堅
固
と
安
泰
を
祈
願
│

知
的
財
産
権
セ
ミ
ナ
ー
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

「
緊
急
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
in�

沖
縄
」
開
催

「
観
光
交
流
空
間
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
」
に
「
宮
古
広
域
」
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
総
務
部
】

【
財
務
部
】

【
財
務
部
】

【
農
林
水
産
部

】

【
経
済
産
業
部

】

【
開
発
建
設
部

】

【
運
輸
部
】

【
総
務
部
】

【
財
務
部
】

【
農
林
水
産
部

】

【
経
済
産
業
部

】

【
開
発
建
設
部

】

【
運
輸
部
】

小
池
百
合
子�

沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
大
臣
が
就
任
後
初
来
沖

国
有
地
一
般
競
争
入
札
実
施
中

佐
良
浜
漁
港
（
伊
良
部
町
）
に
浮
桟
橋
が
完
成

3
R
推
進
月
間
に
お
け
る
実
施
事
業
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
度
　
全
国
道
路
標
識
週
間
の
実
施

平
成
十
六
年
度
　
船
員
労
働
安
全
衛
生
月
間
の
実
施

【
そ
の
1
】
経
済
産
業
部

【
そ
の
2
】
運
輸
部

　毎年12月第1日曜日に那覇市奥武

山公園を出発点に、南部６市町村を

回る市民マラソンです。�　　1985

年に「太陽と海とジョガーの祭典」

としてスタートし、今年で20回目の

記念大会となります。回を重ねるご

とに参加者が増え最近は2万人を超

える国内を代表する一大スポーツ

イベントとなっています。

3

沖
縄
に
お
け
る
情
報
通
信
産
業
の
振
興
に
向
け
た
取
組

【
内
閣
府
】

　
こ
の
た
び
、
沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
大
臣
に
就
任
し

ま
し
た
。
沖
縄
が
新
た
な
発
展
の
基
礎
を
築
い
て
い
く
重

要
な
時
期
に
担
当
大
臣
に
就
任
し
た
こ
と
は
、
大
変
光
栄

で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
が
し
ま
す
。

　
沖
縄
が
本
土
に
復
帰
し
て
以
来
、
政
府
は
三
次
に
わ
た

る
振
興
開
発
計
画
を
策
定
し
、
社
会
資
本
の
整
備
を
中
心

に
本
土
と
の
格
差
是
正
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

県
民
各
位
の
御
努
力
と
相
ま
っ
て
、
沖
縄
は
着
実
に
発
展

を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
今
日
な
お
沖
縄
の
社
会

経
済
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
自
立
型
経
済
の
構
築
に
向

け
た
一
層
の
取
組
が
極
め
て
重
要
で
す
。
沖
縄
の
更
な
る

発
展
に
向
け
て
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
、
沖
縄
振
興
計

画
に
沿
っ
て
観
光
、
情
報
通
信
、
農
林
水
産
業
等
の
各
種

産
業
の
一
層
の
振
興
、
そ
れ
を
支
え
る
人
材
の
育
成
や
科

学
技
術
の
振
興
な
ど
、
地
元
と
一
体
と
な
っ
て
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
離
島
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色

を
活
か
し
、
そ
の
振
興
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
地
元
の
取
組

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
沖
縄
の
美
し
い
自
然
は
、
沖
縄
振
興
に
お
い
て
も

貴
重
な
資
源
で
あ
り
、
そ
の
保
全
と
活
用
に
十
分
配
慮
し
、

環
境
と
経
済
の
統
合
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
の
沖
縄
は
明
る
い
話
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

全
国
ネ
ッ
ト
で
も
沖
縄
を
取
り
上
げ
た
番
組
が
数
多
く
放

送
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
芸
能
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
各
分
野

で
沖
縄
の
若
者
の
活
躍
な
ど
に
よ
り
、
沖
縄
の
文
化
、
物

産
、
島
々
の
魅
力
が
全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
魅
力
を
求
め
て
、
昨
年
は
五
百
万
人
を
超
え
る

観
光
客
が
沖
縄
を
訪
れ
、
今
年
も
昨
年
を
上
回
る
勢
い
と

聞
い
て
い
ま
す
。
情
報
通
信
産
業
は
、
平
成
八
年
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
、
沖
縄
に
お
い
て
約
八
十
社
の
I
T
企
業

が
新
規
立
地
し
、
七
千
三
百
人
を
超
え
る
新
規
雇
用
が
創

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ウ
コ
ン
の
粒
の
加
工
、
も
ろ
み
酢
の

製
造
と
い
っ
た
健
康
バ
イ
オ
産
業
は
、
過
去
七
年
間
で
産

業
規
模
が
五
倍
を
上
回
る
増
を
示
し
、
新
し
い
基
幹
産
業

と
し
て
発
展
す
る
可
能
性
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
農
林
水

産
業
に
つ
い
て
も
、
ゴ
ー
ヤ
ー
、
ウ
コ
ン
、
モ
ズ
ク
な
ど

の
沖
縄
県
産
品
へ
の
関
心
の
高
ま
り
に
は
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
明
る
い
兆
し
を
よ
り
確
か

な
も
の
に
す
る
た
め
に
も
、
今
後
、
ま
す
ま
す
沖
縄
の
特

性
や
優
位
性
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
（
仮
称
）
設
立
構
想
は
、

沖
縄
の
地
理
的
優
位
性
や
地
域
特
性
を
活
か
し
た
今
後
の

沖
縄
振
興
の
目
玉
と
な
る
大
変
重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。
構
想
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
関
係
閣

僚
に
よ
る
会
合
や
「
ボ
ー
ド
・
オ
ブ
・
ガ
バ
ナ
ー
ズ
会
合
」

を
開
催
す
る
な
ど
、
関
係
省
や
世
界
的
に
著
名
な
科
学
者

た
ち
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
大
学
設
置
ま
で
の
間
に
沖
縄
の
研
究
基
盤
の
整
備
等

を
行
う
法
人
を
来
年
度
中
に
設
立
す
る
な
ど
大
学
院
大
学

の
開
学
に
向
け
一
層
の
条
件
整
備
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
沖
縄
に
お
け
る
米
軍
の
存
在
は
、
我
が
国
の
安

全
及
び
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
平
和
と
安
定
に
貢
献
す

る
一
方
で
、
在
日
米
軍
施
設
・
区
域
の
七
十
五
％
が
集
中

し
て
お
り
、
県
民
の
皆
様
に
大
き
な
御
負
担
を
お
か
け
し

て
い
ま
す
。
私
も
就
任
直
後
に
沖
縄
を
訪
問
し
、
先
般
の

米
軍
ヘ
リ
墜
落
事
故
の
現
場
、
普
天
間
飛
行
場
等
の
視
察

を
行
い
、
県
民
の
皆
様
の
御
負
担
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
す
。

在
日
米
軍
施
設
・
区
域
の
整
理
・
統
合
・
縮
小
に
向
け
、

S
A
C
O
最
終
報
告
の
着
実
な
実
施
を
図
る
な
ど
、
県
民

の
皆
様
の
御
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
特
に
、
市
街
地
に
あ
る
普
天
間
飛
行

場
に
つ
い
て
は
、
一
日
も
早
い
移
設
・
返
還
に
向
け
て
、

平
成
十
一
年
の
閣
議
決
定
等
に
基
づ
き
、
環
境
の
保
全
に

も
配
慮
し
な
が
ら
、
沖
縄
に
と
っ
て
よ
い
方
向
に
向
か
う

よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
私
は
環
境
大
臣
と
し
て
の
立
場
を
兼
ね
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
施
策
に
“
環
境
”
の
観
点
を
加
味

し
つ
つ
、
バ
ラ
ン
ス
を
し
っ
か
り
と
り
な
が
ら
、
県
民
の

皆
様
の
思
い
を
一
歩
一
歩
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
、
自
ら

の
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
夢
の
あ
る
沖
縄
の
実

現
に
向
け
て
、
常
に
現
場
主
義
で
精
一
杯
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
大
臣

小
池�

�
百
合
子

こ

い�

け

ゆ

り

こ

ニセネッタイスズメダイ ヘコアユ

キンセンイシモチ
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平
成
十
六
年
九
月
三
十
日
付
け
で
内
閣
府

大
臣
政
務
官
（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
）

に
西
銘
順
志
郎
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　
平
成
十
三
年
参
議
院
議
員
選
挙
で
初
当
選
。

平
成
十
五
年
参
議
院
沖
縄
及
び
北
方
問
題
に

関
す
る
特
別
委
員
会
理
事
、
参
議
院
内
閣
委

員
会
理
事
等
を
歴
任
後
現
在
に
至
る
。

沖
縄
県
出
身

　
平
成
十
六
年
九
月
二
十
九
日
付
け
で
内
閣

府
副
大
臣
（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
）
に

七
条
明
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　
平
成
五
年
衆
議
院
議
員
選
挙
で
初
当
選
。

平
成
八
年
衆
議
院
運
営
委
員
会
議
事
進
行
係
、

平
成
十
二
年
大
蔵
政
務
次
官
、
平
成
十
四
年

衆
議
院
財
務
金
融
委
員
会
理
事
、
平
成
十
五

年
財
務
大
臣
政
務
官
等
を
歴
任
後
現
在
に
至

る
。

徳
島
県
出
身

�

平
成
十
六
年
九
月
二
十
七
日
付
け
で
沖
縄
及

び
北
方
対
策
担
当
大
臣
に
小
池
百
合
子
氏
が

就
任
さ
れ
た
。

�

平
成
四
年
参
議
院
議
員
選
挙
で
初
当
選
。
平

成
五
年
衆
議
院
議
員
選
挙
で
当
選
。
同
年
総

務
政
務
次
官
、
平
成
九
年
衆
議
院
科
学
技
術

常
任
委
員
長
、
平
成
十
一
年
経
済
企
画
総
括

政
務
次
官
、
平
成
十
五
年
衆
議
院
経
済
産
業

委
員
会
委
員
・
外
務
委
員
会
委
員
、
同
年
環

境
大
臣
等
を
歴
任
後
現
在
に
至
る
。兵
庫
県
出
身

沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
大
臣
に

が
就
任

が
就
任

が
就
任

小
池�

百
合
子
氏

こ

い
け

ゆ

り

こ

内
閣
府
副
大
臣
に

七
条
　
明
氏

し
ち

じ
ょ
う

あ
き
ら

西
銘�

�

順
志
郎
氏

に
し

め

じ
ゅ
ん

し

ろ
う

内
閣
府
大
臣
政
務
官
に

大
臣
、
副
大
臣
及
び
大
臣
政
務
官
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

沖
縄
に
お
け
る
情
報
通
信
産
業
の

振
興
に
向
け
た
取
組

　
情
報
通
信
産
業
の
振
興
は
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
に
お
い
て
、
沖
縄
の
自
立
型
経
済
の
構

築
に
向
け
た
重
要
な
柱
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
内
閣
府
で
は
、
沖
縄
振
興
計
画
に
沿

っ
て
、
沖
縄
県
や
市
町
村
と
一
体
と
な
っ
て
様
々
な
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
そ
の
沖
縄
の
情
報
通
信
産
業
の
振
興
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
い
く
つ
か
紹
介
し
ま

……………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………

……………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………

内
閣
府
政
策
統
括
官
（
沖
縄
政
策
担
当
）
付
産
業
振
興
担
当
参
事
官
室

こ
れ
ま
で
の
施
策

2

今
後
の
取
組

3

沖
縄
の
情
報
通
信
産
業
の
現
状

1

P r o f i l e

�

　　
沖
縄
で
は
、
遠
隔
性
、
島
嶼
性
等
の
地
理
的
不
利
性

の
た
め
、
需
要
地
立
地
や
流
通
チ
ャ
ネ
ル
の
強
み
を

原
則
と
す
る
従
来
型
の
製
造
業
の
立
地
が
難
し
い
状

況
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、情
報
通
信
産
業（
以
下
、「
I
T

産
業
」
と
い
う
。
）
は
、
①
他
の
産
業
に
比
べ
て
立
地
場

所
を
選
ば
ず
、
地
理
的
不
利
性
を
克
服
で
き
る
こ
と
、

②
沖
縄
に
は
I
T
産
業
を
支
え
る
若
年
労
働
者
が
豊

富
で
あ
る
こ
と
、
③
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
活
動
を
促

す
自
然
環
境
が
存
在
す
る
こ
と
等
、
沖
縄
の
特
性
・
優

位
性
を
活
か
せ
る
産
業
と
し
て
更
な
る
発
展
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
内
閣
府
で
は
、I
T
産
業
の
振
興
を
支
援
す
る
た
め
、

沖
縄
県
や
市
町
村
と
一
致
協
力
し
て
様
々
な
施
策
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
I
T
産
業
は
、
観

光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業
に
次
ぐ
沖
縄
の
新
た
な
基
幹
産

業
に
成
長
し
、
沖
縄
の
経
済
と
雇
用
を
支
え
る
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
I
T
関

連
企
業
の
立
地
が
着
実
に
進
展
し
、

平
成
八
年
以
降
、
県
外
か
ら
約
八
十

社
の
企
業
が
沖
縄
に
進
出
し
、
こ
れ

に
よ
り
、
若
年
者
を
中
心
に
七
千
三

百
人
を
超
え
る
新
規
雇
用
の
創
出
が

実
現
し
て
い
ま
す
。

　
I
T
産
業
の
一
層
の
振
興
・
集
積

を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
税
制
措

置
や
I
T
関
連
施
設
の
整
備
等
の
様
々

な
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
主

な
施
策
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
沖
縄
に
新
た
に
立
地
し
、
一

定
の
条
件
を
満
た
す
I
T
関

連
企
業
は
、
税
制
上
の
優
遇
措

置
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
那

覇
市
、
浦
添
市
、
名
護
市
等
県

内
二
十
四
の
対
象
市
町
村
で
は
、

「
情
報
通
信
産
業
振
興
地
域
」

制
度
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
機

械
・
装
置
、
建
物
等
の
投
資
税

額
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
振
興
特

別
措
置
法
に
よ
り
設
け
ら
れ

た
「
情
報
通
信
産
業
特
別
地
区
」（
情
報
特
区
）
制
度
で

は
、
名
護
・
宜
野
座
地
区
及
び
那
覇
・
浦
添
地
区
に
お

い
て
、
新
設
後
十
年
間
の
法
人
税
が
三
十
五
％
軽
減

さ
れ
ま
す
（
「
情
報
通
信
産
業
振
興
地
域
」
制
度
に
お

け
る
投
資
税
額
控
除
と
の
選
択
適
用
）
。

　
I
T
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

や
I
T
関
連
企
業
の
立
地
・
集
積
を
図
る
と
と
も
に
、

雇
用
の
創
出
や
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、
沖

縄
特
別
振
興
対
策
調
整
費
、
北
部

振
興
事
業
費
、
島
田
懇
談
会
事
業

費
等
を
活
用
し
、
こ
れ
ま
で
に
沖

縄
県
内
各
地
に
多
く
の
先
進
的
な

I
T
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
施
設
の
整

備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
本

年
度
は
、
既
存
の
空
き
建
造
物
の

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
I
T

企
業
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
す
る
I
T

環
境
を
備
え
た
施
設
を
低
廉
な
コ

ス
ト
で
整
備
す
る
事
業
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
よ
り
一
層
の
I
T
産
業
の
集
積
・

振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
企
業
が
求
め
る
即

戦
力
と
な
る
人
材
の
育
成
・
確
保
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
例
え
ば
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
就
職
を
支
援

す
る
た
め
、
沖
縄
県
が
中
心
と
な
っ
て
オ
ペ
レ
ー
タ
の

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
他
、
沖
縄
の
I
T

エ
ン
ジ
ニ
ア
に
対
し
て
よ
り
高
度
な
技
術
講
習
を
提

供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
I
T
分
野
で
の
多
様
で
高
度
な

人
材
層
を
形
成
す
る
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
県
外
か
ら
I
T
関
連
企
業
の
立
地
・
集
積
を
図
る
一

方
で
、
県
内
企
業
に
対
し
て
は
、
企
業
活
動
の
抜
本
的

な
合
理
化
や
収
益
の
拡
大
、
新
事
業
の
創
出
に
つ
な
が

る
戦
略
的
な
電
子
商
取
引
の
先
進
事
例
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
成
果
が
広
く
浸
透
す
る
こ
と
に
よ
り
、
沖
縄
に
お
け

る
経
済
活
動
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
I
T

の
利
活
用
が
更
に
普
及
・
促
進
し
て
い
く
も
の
と
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
施
策
の
効
果
に
よ
り
、
沖
縄
に
お
け
る

I
T
産
業
は
着
実
な
成
果
と
し
て
現
れ
て
お
り
、
今
や

沖
縄
は
I
T
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
ま
で
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
沖
縄
は
依

然
と
し
て
全
国
最
悪
の
失
業
率
を
抱
え
て
い
る
こ
と
、

I
T
企
業
の
誘
致
競
争
が
国
内
外
で
激
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
先
ず
は
、
安
定
的
な
雇
用
の
創
出
を
図
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
施
策
を
更
に
推
し
進
め
る
と
と
も

に
、
沖
縄
の
I
T
立
地
環
境
や
様
々
な
施
策
を
広
く

P
R
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
続
い
て
、
今
後
ま

す
ま
す
高
度
化
す
る
I
T
産
業
に
対
応
で
き
る
人
材

の
育
成
を
強
化
し
て
い
く
と
と
も
に
、
本
格
的
な
デ
ジ

タ
ル
化
社
会
の
到
来
を
見
据
え
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発

や
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
な
ど
の
高
付
加
価
値
創
出
型
の

I
T
産
業
の
育
成
へ
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ

と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
閣
府
と
し
て
は
、
引

き
続
き
、
沖
縄
県
及
び
市
町
村
と
協
力
を
図
り
な
が
ら
、

I
T
産
業
の
振
興
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
一
）
税
制
措
置

（
二
）
I
T
関
連
施
設
の
整
備

（
三
）
人
材
の
育
成
・
確
保

（
四
）
I
T
利
活
用
の
促
進

宜野座村サーバーファーム

野村證券（株）ほっとダイレクト部
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法
改
正
の
背
景
と
目
的

1

1

2

3

アポイントメントセールス

様
々
な
手
口
で
せ
ま
っ
て
く
る
悪
質
商
法
に
対
応
す
る

た
め
、
特
定
商
取
引
法
が
改
正
さ
れ
、
事
業
者
に
対
す
る

規
制
強
化
と
消
費
者
を
救
済
す
る
た
め
の
民
事
ル
ー
ル

が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

点�検�商�法

訪
問
販
売
、
連
鎖
販
売
取
引
、

業
務
提
供
誘
引
販
売
取
引

対
象
取
引

訪
問
販
売
、
連
鎖
販
売
取
引
、

業
務
提
供
誘
引
販
売
取
引

対
象
取
引

訪
問
販
売
、
電
話
勧
誘
販
売
、

特
定
継
続
的
役
務
提
供

対
象
取
引

訪
問
販
売
、
電
話
勧
誘
販
売
、

特
定
継
続
的
役
務
提
供

対
象
取
引

法
律
改
正
の
概
要

2行
政
規
制
の
強
化

�

�

　
近
年
、
高
齢
者
等
を
狙
っ
た
点
検
商
法

や
若
者
等
を
狙
っ
た
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
・

セ
ー
ル
ス
な
ど
販
売
目
的
を
隠
し
て
消
費

者
に
接
近
し
、
商
品
の
販
売
等
を
行
う
悪

質
商
法
に
よ
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
消
費
者
取
引
に
関
す
る
苦
情
相

談
は
年
々
増
加
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、

平
成
十
四
年
度
に
は
、
国
民
生
活
セ
ン
タ

ー
に
約
八
十
七
万
件
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
経
済
産
業
省
が
所
管
す
る
「
特

定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、「
特
定

商
取
引
法
」
と
い
う
。
）
の
規
制
対
象
で
あ

る
六
つ
の
取
引
形
態
に
関
す
る
も
の
が
約

五
十
七
万
件
あ
り
、
全
体
の
六
割
以
上
を

占
め
て
い
て
、
早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
経
済
産
業

省
で
は
「
特
定
商
取
引
法
」
及
び
「
割
賦
販

売
法
」
を
改
正
し
、
以
下
の
と
お
り
悪
質
事

業
者
に
対
す
る
規
制
強
化
と
消
費
者
被
害

の
予
防
・
救
済
の
た
め
の
民
事
ル
ー
ル
を

拡
充
し
ま
し
た
。

��

　　
近
年
、
訪
問
販
売
に
お
い
て
、「
無
料
点

検
で
す
」
な
ど
と
告
げ
て
消
費
者
宅
に
あ

が
り
こ
み
、
点
検
後
に
嘘
を
告
げ
る
な
ど

し
て
不
安
感
を
あ
お
っ
て
高
額
な
工
事
を

勧
め
る
点
検
商
法
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
取
引
の
内
容
が
複

雑
な
連
鎖
販
売
取
引
や
業
務
提
供
誘
引
販

売
取
引
で
は
、「
将
来
性
の
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス

セ
ミ
ナ
ー
」
等
を
う
た
っ
て
消
費
者
を
引

き
つ
け
、
得
ら
れ
る
利
益
を
こ
と
更
に
強

調
し
て
勧
誘
が
開
始
さ
れ
る
な
ど
、
高
額

の
商
品
購
入
等
の
負
担
が
あ
る
こ
と
を
十

分
に
認
識
で
き
な
い
ま
ま
ビ
ジ
ネ
ス
を
始

め
て
し
ま
い
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
う
ケ
ー
ス

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
を

防
止
す
る
た
め
、
勧
誘
し
よ
う
と
す
る
場

合
は
、
事
業
者
に
そ
の
勧
誘
に
先
立
っ
て
、

勧
誘
目
的
が
あ
る
こ
と
を
消
費
者
に
明
示

す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

��

　
近
年
、
電
話
等
で
「
海
外
旅
行
が
当
た
り

ま
し
た
」
な
ど
と
、
嘘
の
口
実
で
消
費
者
を

公
衆
の
出
入
り
し
な
い
場
所
（
ホ
テ
ル
の

セ
ミ
ナ
ー
会
場
等
）
に
誘
い
込
み
、
高
額
な

商
品
な
ど
の
販
売
を
行
う
ア
ポ
イ
ン
ト
メ

ン
ト
・
セ
ー
ル
ス
等
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
悪
質
商

法
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
販
売

目
的
を
隠
し
て
公
衆
の
出
入
り
し
な
い
場

所
に
誘
い
込
ん
だ
消
費
者
に
対
す
る
勧
誘

を
禁
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

�

　　
特
定
商
取
引
法
で
は
、
勧
誘
に
際
し
て

「
重
要
な
事
項
」
に
つ
い
て
不
実
の
こ
と
を

告
げ
る
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
違
反

す
れ
ば
二
年
以
下
の
懲
役
等
の
罰
則
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
得
ま
す
。
こ
の
不
実
告

知
の
対
象
と
な
る
「
重
要
な
事
項
」
を
詳
細

に
規
定
し
て
構
成
要
件
の
明
確
化
を
図
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
勧
誘
に
際
し
て
、
役
務
の
内
容
や
商
品

の
価
格
・
数
量
等
と
い
っ
た
重
要
な
事
項

を
わ
ざ
と
告
げ
な
い
悪
質
な
商
法
に
対
し
、

そ
の
よ
う
な
行
為
を
罰
則
担
保
に
よ
り
禁

止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
違
反
す
れ
ば
、

不
実
告
知
と
同
じ
く
二
年
以
下
の
懲
役
等

の
罰
則
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
得
ま
す
。

 

「
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
」及
び

「
割
賦
販
売
法
」が
改
正
さ
れ
、

平
成
十
六
年
十
一
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

販
売
目
的
を
隠
し
て
公
衆
の

出
入
り
し
な
い
場
所
に
誘
い

込
ん
だ
上
で
の
勧
誘
の
禁
止

勧
誘
目
的
の
明
示
の
義
務
付
け

4

重
要
事
項
の
故
意
の
不
告
知

の
禁
止

不
実
告
知
に
係
る
重
要
事
項

の
明
確
化

「無料点検です」などと言って家にあがりこみ、点検した後、不
安感をあおって高額な工事や商品を契約させられたが、法外

な費用をとられただけでなく、そもそも工事の必要はなかった（屋根工事、床下換気扇、
除湿器、浄水器）

（1）

電話などで、「海外旅行が当たった」など嘘の

口実で、若者等を一般の人が出入りしない場所（ホテルのセミナー会場等）に呼び出して高

額な商品などの販売を行う。

アポイントメントセールス「会員になって商品を売れば高額所
得も夢じゃない」など、得られる利

益をことさらに強調して販売組織に加入させられ、多額の販売用商品を購入した。
その後、友人等を勧誘するが、思惑道りに商品は売れず大量の在庫を抱え、知人との
人間関係も壊れてしまった。やめようと思ったが、業者は商品の返品にも応じない。

！ 
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訪
問
販
売
、
通
信
販
売
、
電
話
勧
誘
販
売
、

連
鎖
販
売
取
引
、
特
定
継
続
的
役
務
提
供
、

業
務
提
供
誘
引
販
売
取
引

対
象
取
引

訪
問
販
売
、
通
信
販
売
、
電
話
勧
誘
販
売
、

連
鎖
販
売
取
引
、
特
定
継
続
的
役
務
提
供
、

業
務
提
供
誘
引
販
売
取
引

対
象
取
引

訪
問
販
売
、
電
話
勧
誘
販
売
、
連
鎖
販
売
取
引
、

特
定
継
続
的
役
務
提
供
、
業
務
提
供
誘
引
販
売
取
引

対
象
取
引

対
象
取
引

訪
問
販
売
、
電
話
勧
誘
販
売
、

連
鎖
販
売
取
引
、

特
定
継
続
的
役
務
提
供
、

業
務
提
供
誘
引
販
売
取
引

対
象
取
引

中
途
解
約
・
返
品
ル
ー
ル

連
鎖
販
売
取
引

対
象
取
引

連
鎖
販
売
取
引

抗
弁
権
の
接
続

　
訪
問
販
売
な
ど
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

を
生
じ
や
す
い
特
定
の
取
引
類
型
を

対
象
に
、
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
ル
ー
ル

を
定
め
、
事
業
者
に
よ
る
不
公
正
な

勧
誘
行
為
等
を
取
り
締
ま
る
こ
と
に

よ
り
、
消
費
者
取
引
の
公
正
を
確
保

す
る
た
め
の
法
律
で
す
。

　
割
賦
販
売
（
代
金
を
分
割
払
い
に

し
て
商
品
を
販
売
す
る
取
引
）
等
の

制
度
の
健
全
な
発
達
を
図
る
た
め
に

必
要
な
規
制
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

購
入
者
等
（
消
費
者
）
の
利
益
を
保
護

す
る
た
め
の
法
律
で
す
。

（
一
）
特
定
商
取
引
法
と
は
？

（
二
）
割
賦
販
売
法
と
は
？

（
三
）
改
正
の
経
緯

閣
議
決
定

成
　
　
立

公
　
　
布

施
　
　
行

…
…

…
…

…
…

…
…

平
成
十
六
年
三
月
十
日

四
月
二
十
八
日

五
月
十
二
日

十
一
月
十
一
日

参
　
考

5

合
理
的
な
根
拠
を
示
す
資
料

の
提
出

62

2

3

4 1

報
告
徴
収
・
立
入
検
査
の
対

象
の
拡
大

不
実
告
知
、
重
要
事
項
の
故
意

の
不
告
知
が
あ
っ
た
場
合
の
契

約
の
意
思
表
示
の
取
消
し

3

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
妨
害
が

あ
っ
た
場
合
の
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
出
来
る
期
間
の
延
長

内�職�商�法自宅に電話がきて「内職の仕事を紹介してあげる」などと勧誘
され、仕事に必要と言ってパソコンや教材を購入したが、仕事

も紹介してくれず、高額なローンだけ支払うことになった。

　
訪
問
販
売
や
通
信
販
売
等
で
商
品
・
役

務
の
「
効
能
」・「
効
果
」
等
に
関
し
て
、
虚
偽
・

誇
大
な
勧
誘
や
広
告
に
よ
っ
て
消
費
者
が

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
悪
質
商
法
に
よ
る
被

害
を
防
止
す
る
た
め
、
虚
偽
・
誇
大
な
勧
誘

や
広
告
を
行
っ
て
い
る
疑
い
の
あ
る
事
業

者
に
対
し
て
「
効
能
」・「
効
果
」
等
の
裏
付

け
と
合
理
的
な
根
拠
資
料
の
提
出
を
求
め

ら
れ
る
よ
う
措
置
す
る
と
と
も
に
、
当
該

資
料
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
当
該

事
業
者
が
虚
偽
・
誇
大
な
勧
誘
や
広
告
の

違
法
行
為
を
行
っ
て
い
る
と
み
な
し
て
、

改
善
指
導
や
業
務
停
止
命
令
と
い
っ
た
行

政
処
分
の
対
象
と
な
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

��

　
業
務
提
供
誘
引
販
売
取
引
に
お
け
る
業

務
提
供
事
業
者
や
、
特
定
継
続
的
役
務
提

供
に
お
け
る
関
連
商
品
販
売
業
者
等
は
、

特
定
商
取
引
法
に
基
づ
く
規
制
対
象
事
業

者
で
は
な
い
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
者
の
関

与
が
な
く
て
は
当
該
取
引
自
体
が
成
立
し

な
い
場
合
も
あ
る
た
め
、
規
制
対
象
事
業

者
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
一
定
の
事
業

者
に
対
し
て
も
、
報
告
徴
収
及
び
立
入
検

査
を
行
い
得
る
こ
と
と
す
る
な
ど
の
措
置

を
講
じ
ま
し
た
。

��

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
し
よ
う
と
し
た

消
費
者
に
対
し
て
、「
特
別
な
契
約
な
の
で

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
な
い
」
と
嘘
を
言

う
な
ど
し
て
、
事
業
者
が
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
を
妨
害
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
被
害
を
受
け
た
消
費
者
の

救
済
を
図
る
た
め
、
事
業
者
が
消
費
者
か

ら
の
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
妨
害
す
る
た

め
不
実
告
知
又
は
威
迫
を
行
い
、
消
費
者

が
誤
認
又
は
困
惑
し
て
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
に
は
消
費
者
は

そ
の
事
業
者
か
ら
も
う
一
度
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
出
来
る
旨
を
記
載
し
た
書
面
を
受
領

し
た
日
か
ら
、
法
律
所
定
の
期
間
（
八
日
又

は
二
十
日
）
を
経
過
す
る
ま
で
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
で
き
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

�

　　
特
定
商
取
引
法
に
お
い
て
禁
止
さ
れ
て

い
る
不
実
告
知
や
重
要
事
項
の
故
意
の
不

告
知
を
受
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
誤
認
し
、
契

約
を
結
ん
で
し
ま
っ
た
消
費
者
は
、
民
法

の
詐
欺
や
消
費
者
契
約
法
に
よ
っ
て
は
そ

の
契
約
を
取
り
消
せ
な
い
場
合
で
も
、
そ

の
契
約
を
取
消
し
て
、
商
品
の
購
入
等
の

義
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
が
出
来
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

�

　　
連
鎖
販
売
契
約
を
結
び
、
入
会
し
た
も

の
の
、
結
局
商
品
を
売
る
事
が
で
き
ず
に

大
量
の
在
庫
を
抱
え
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ

た
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

�

こ
の
よ
う
な
被
害
を
受
け
た
消
費
者
の

救
済
を
図
る
た
め
、（
ア
）
連
鎖
販
売
契
約

を
結
ん
で
組
織
に
入
会
し
た
個
人
は
、
い

つ
で
も
そ
の
連
鎖
販
売
契
約
を
解
約
し
て

組
織
か
ら
退
会
で
き
る
こ
と
と
し
、（
イ
）

そ
の
よ
う
に
し
て
退
会
し
た
個
人
は
入
会

後
一
年
以
内
で
あ
る
こ
と
等
の
一
定
の
条

件
の
下
、
抱
え
て
し
ま
っ
た
在
庫
を
返
品

し
て
適
正
な
額
の
返
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

�

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
（
分
割
払
い
）
を
利
用
し
て

結
ん
だ
連
鎖
販
売
契
約
を
上
記
　
　
　
　

　
等
に
よ
り
取
消
し
・
解
約
し
た
場
合
に
、

そ
の
消
費
者
が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら

の
代
金
の
請
求
も
拒
絶
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。（
割
賦
販
売
法
に
よ
る
対
応
）

上記に心当たりのある契約をしてしまったけど解約したい。
クーリング・オフ妨害時のクーリング・オフ期限の延長について

クーリング・オフ妨害

そんなときは…

訪 問 販 売

電 話 勧 誘 販 売

通 信 販 売

特定継続的役務提供

連 鎖 販 売 取 引

業務提供誘引販売取引

自宅への訪問販売、アポイントメント・セールス
（電話等で販売目的を告げずに事務所等に呼び出して販売）

電話で勧誘し、申込を受ける販売

新聞、雑誌、インターネット等で広告し、郵便、電話等の通信手段によ
り申込を受ける販売

エステ、語学教室、家庭教師、学習塾、結婚情報サービス、パソコン教室など、
長期・継続的な役務の提供とこれに対する高額の対価を約する取引

個人を販売員として勧誘し、さらに次の販売員を勧誘させる形で、販売
組織を連鎖的に拡大して行う商品・約務の販売

「仕事を提供するので収入が得られる」と誘引し、仕事に必要であるとし
て、商品等を買わせ金銭負担を負わせる取引

■本法律の対象となっている取引類型

（いわゆるマルチ商法）

（いわゆる内職・モニター商法）

クーリング・オフとは、契約後一定の期間（内職商法、マルチ商法は20日以内、訪問

販売、電話勧誘販売、特定継続的役務提供は8日以内）、冷静に再考して無条件で解約

できる機会を消費者に与える制度です。

ご存知ですか？

※

（この間のどこかで）

（クーリング・オフについての不実告知、威迫）

クーリング・オフ妨害により誤認・困惑し、クーリング・

オフを行わなかった場合のクーリング・オフ期限

勧誘

8日又は20日 8日又は20日

契約の申込み又は契約の締結

書面交付

再交付書面交付＋説明

1 2 3 4 5 6

民
事
ル
ー
ル
の
整
備

（2）

クーリング・オフ期限

沖縄総合事務局経済産業部商務通商課お問い合わせ先



　　　

運
輸
部
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縄
県
に
お
け
る
陸
上
交
通
は
、

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
自
家
用
自

動
車
に
依
存
し
て
お
り
、
那
覇
市
を

中
心
と
す
る
都
市
部
に
お
い
て
は
、

交
通
渋
滞
等
が
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
沖
縄
総
合
事
務
局
と

那
覇
市
に
お
い
て
は
、
国
土
交
通
省

の
都
市
交
通
の
安
全
・
円
滑
化
に
資

す
る
バ
ス
利
用
促
進
等
総
合
対
策
事

業
の
補
助
制
度
を
利
用
し
、
バ
ス
路

線
の
な
い
地
域(

い
わ
ゆ
る
公
共
交

通
空
白
地
帯)

と
首
里
を
訪
れ
る
観

光
客
の
皆
さ
ん
の
交
通
の
利
便
性
の

向
上
と
、
昨
年
８
月
に
開
通
し
た
沖

縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル(

ゆ
い
レ
ー
ル)
首
里
駅
と
バ
ス
を
結
節
す
る
こ
と
で
、

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
実
験
を
行
っ
て
い
ま

す
。
　
今
回
の
実
験
で
は
、
運
賃
を
ワ
ン

コ
イ
ン
１
０
０
円
に
設
定
し
、
バ
ス

の
乗
客
数
や
運
行
ル
ー
ト
、
運
行
間

隔
な
ど
の
情
報
を
収
集
・
分
析
し
、
バ

ス
事
業
者
に
よ
る
本
格
運
行
に
向
け

て
の
可
能
性
を
検
討
し
て
行
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

県立博物館

首里城

首里高
首里中

首里高
野球場

城東小

石嶺中

城北中
城北小

県立
芸大城西小

一
日
橋
▼

▲
安

謝

石嶺営業所前

首里りうぼう前

北部マート前

首里駅前

鳥堀一丁目

県立芸大前

沖縄都ホテル

沖縄都ホテル前

石畳入口

観音堂前

首里支所前

守礼門入口

当　蔵

石嶺団地北

石嶺団地東

久場川団地入口

自治会事務所前

OK首里給油所前

一中健児の塔入口

首里城公園入口

首里グランド
ハイツ前

ホテル日航那覇
グランドキャッスル

寒水川樋川前
瑞泉酒造入口

～路�線�図～

コミュニティーバス
実証実験

既設路線バス停

新設バス停

沖

12 234 1567

オムニバスタウン計画を策定し、これに基づいて事業を実施する場合、必

要な調査、施設整備等事業全体に対して補助

パークアンドバスライド、サイクルアンドバスライド、レールアンドバス

ライド、トランジットモール(バス路線導入型)、コミュニティバス、シャト

ルバス、共同輸配送システム及びＩＴＳ等先駆的システムの整備に対して

ターミナル等施設整備、バス走行環境改善システムの整備、超低床ノンス

テップバス導入、バス利用促進等啓発活動等の施設整備等に対して補助

パークアンドバスライド、サイクルアンドバスライド、レールアンドバス

ライド、トランジットモール(バス路線導入型)、コミュニティバス、シャト

ルバス及び共同輸配送システムについての計画策定のための調査に要す

パークアンドバスライド、サイクルアンドバスライド、レールアンドバス

ライド、トランジットモール(バス路線導入型)、コミュニティバス、シャト

ルバス及び共同輸配送システムについて、実証実験又は実証運行を行うこ

とにより、当該施策の円滑な推進を図る事業に対して補助

事 業 名 事 業 内 容 補 助 率
（原則として国と地方の協調補助）

オムニバスタウン
整備総合対策事業

交通対策システム
対策事業

個別対象事業

調査事業、実証実験

実証運行事業

①調査事業

②実証実験・実証

1/4

1/5

1/3

1/2

1/2

1

2

3

4

●事業の内容

実
証
実
験
の
目
的
及
び

実
施
効
果

実
証
実
験
に
よ
っ
て
自
家
用
車
数
の
減
少

と
交
通
渋
滞
の
緩
和
を
図
り
、
市
民
の
安

全
を
確
保
す
る
こ
と
で
交
通
事
故
防
止
に

寄
与
す
る
。

石
嶺
団
地
一
帯
と
首
里
駅
及
び
首
里
寒
川

町
一
帯
と
首
里
駅
間
の
公
共
交
通
空
白
地

帯
を
解
消
し
、
交
通
弱
者
の
利
便
性
の
向

上
を
図
る
。

首
里
駅
と
首
里
城
、
大
型
宿
泊
施
設
を
結

び
観
光
客
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
。

モ
ノ
レ
ー
ル
駅
と
結
節
す
る
こ
と
に
よ
り
、

バ
ス
、
モ
ノ
レ
ー
ル
等
の
公
共
交
通
機
関

の
利
用
促
進
を
図
る
。

実
証
実
験
の
概
要 

午
前
六
時
三
十
分
〜
午
後
九
時 

十
一
・
六 

十
五
〜
二
十
五
分
間
隔 

四
十
八
回
／
日 

百
円 

四
台
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
） 

　
自
動
車
事
故
を
防
止
し
、
安
全
な
自
動
車
交

通
の
実
現
を
図
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
す
が
、

自
動
車
交
通
の
安
全
は
、
交
通
需
要
や
交
通
の

円
滑
性
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
車
両
点
検
・
整
備
講
習
等
の
自

動
車
の
事
故
防
止
対
策
と
合
わ
せ
て
、
バ
ス
等

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

の
効
率
化
等
の
施
策
を
推
進
し
、
自
家
用
車
、

公
共
交
通
機
関
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
都
市
交

通
体
系
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
本
事
業
は
、
バ
ス

利
用
の
促
進
、
共
同
輸
配
送
の
促
進
等
の
都
市

交
通
の
安
全
・
円
滑
化
に
資
す
る
以
下
の
事
業

を
対
象
に
補
助
を
行
う
も
の
で
す
。

【
事
業
の
趣
旨
】

バ
ス
利
用
促
進
等
総
合
対
策
事
業

ただし、超低床ノンステップバス
を導入する事業であって、補助年
度の前年度の乗合旅客輸送部門で
経常損失を生じている者の申請に
係る補助率は1/４とする。安全性
及び利便性の向上に特に配慮した
バスターミナルの整備に係る補助
率は1/３とする。

ただし、調査に要する事業費につ

いては1/2とする

（実証運行については、赤字かつ年

間補助限度額が1,000万円が限度）

実
証
実
験
期
間

運

行

時

間

ル

ー

ト

延

長

運

行

間

隔

運

行

回

数

運

　

　

賃

使
用
車
両
台
数

平
成
十
六
年
八
月
十
日
か
ら 

平
成
十
七
年
二
月
上
旬 

…
… 

…
… 

…
… 

…
… 

…
… 

…
… 

…
… 

1234

Ｋｍ 
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親
事
業
者
と
下
請
事
業
者
と
の
取
引
は
下
請
取
引
と
し
て
、「
下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法
」
で
の
優
越
的

地
位
の
濫
用
行
為
の
規
制
や
「
下
請
中
小
企
業
振
興
法
」
に
よ
る
振
興
基
準
に
よ
っ
て
、
親
事
業
者
（
発
注
者
）
の

義
務
や
禁
止
行
為
な
ど
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
で
は
、
定
期
的
に
下
請
取
引
の
実
態
を
調
査
す
る
な

ど
、
下
請
取
引
適
正
化
の
た
め
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

概
　
要

12

3

◎下請取引適正化推進月間キャンペーン標語

November�2004November�2004

　１１月は下請取引適正化推進月間です。この期間内には、全国各地において下請取引適正化推進講習会

（参加費無料）を開催するほか、全国の公正取引委員会の地方事務所等や経済産業局で、下請取引に関する

相談等にも応じています。詳しくは以下の連絡先にお問い合わせ下さい。

行
政
財
産
等
の
使
用
状
況
実
態
調
査

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
結
果（
下
表
参
照
）

未
利
用
国
有
地
等
の
総
点
検
結

果
に
つ
い
て

行政財産等の使用状況実態調査のフォローアップ結果（平成15年度の処理実績） （単位：件、千㎡億円）

下

請

中

小

企

業

振

興

法

下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法

下

請

中

小

企

業

振

興

法

下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
平
成
十
年
度
か
ら
十
二
年
度
に

か
け
て
行
政
財
産
等
の
使
用
状
況
実
態
調
査
を
実
施
し
、
よ

り
有
効
に
利
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
財
産
に

つ
い
て
は
、
毎
年
、
各
省
各
庁
が
策
定
し
た
処
理
計
画
の
進

捗
状
況
に
関
し
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
と
と
も
に
そ
の

結
果
を
取
り
ま
と
め
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
調
査
時
点
か
ら
既
に
五
年
を
経

過
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
国
有
財
産
の
効

率
的
な
使
用
を
更
に
徹
底
し
、
よ
り
一
層
、

計
画
的
か
つ
確
実
に
処
理
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
十
五
年
度
末
時
点
で
処
理

計
画
の
全
面
的
な
見
直
し
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
沖
縄
総
合
事
務
局
が
所
管
す
る
普

通
財
産
の
う
ち
未
利
用
国
有
地
等
に
つ
い
て

は
、
国
有
財
産
の
効
率
的
な
使
用
と
処
分
を

促
進
す
る
と
の
目
的
か
ら
、
平
成
十
年
度
に

総
点
検
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
一
件
別
に
公

表
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
（
平
成
十
一
年
度
以
降
）
新
た
に
未
利
用
国
有
地

等
と
な
っ
た
財
産
も
含
め
て
増
加
や
減
少
等
の
変
動
状
況
を

把
握
し
、
処
理
を
促
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

�

　
　�

各
省
庁
に
対
し
て
処
理
未
済
財
産
ご
と
に
現
在
の
状
況

や
計
画
実
現
性
等
を
検
討
の
う
え
早
期
処
理
を
要
請
し
た
結

果
、
平
成
十
五
年
度
で
は
、
「
売
払
四
件
」
「
出
資
二
件
」
な

ど
合
計
十
件
（
一
万
二
千
㎡
）
の
処
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

�

　�

平
成
十
五
年
度
末
時
点
で
要
処
理
財
産
と
な
っ
て
い
る

四
十
八
件
を
対
象
に
処
理
の
難
易
度
や
処
理
時
期
の
確
実
性

等
を
踏
ま
え
て
、
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
前
倒
し
の
処
理

と
す
る
一
方
で
、
理
由
の
な
い
処
理
の
先
送
り

は
行
わ
な
い
等
の
方
針
の
基
に
処
理
計
画
の
変

更
を
行
い
ま
し
た
。

�

　
平
成
十
五
年
度
中
に
新
規
発
生
し
た
未
利
用

国
有
地
等
は
、
物
納
財
産
の
引
受
が
増
え
た
こ

と
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
大
幅
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
（
件
数
七
件
↓
二
十
九
件
、
数
量

五
千
㎡
↓
四
万
五
千
㎡
）
、
一
方
、
年
度
内
に

処
分
等
し
た
財
産
二
十
一
件
の
う
ち
、
一
般
競
争
入
札
等
財

産
は
十
九
件
、
売
却
額
六
・
〇
億
円
で
、
こ
れ
は
前
年
度
に

比
べ
て
増
加
（
十
三
件
↓
十
九
件
、
五
・
七
億
円
↓
六
・
〇

億
円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
結
果
、
平
成
十
五
年
度
末
で
三
十
七
件
（
六
万
四
千

㎡
）
の
未
利
用
国
有
地
等
が
未
処
理
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
財
産
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
引
き
続
き
処
理
促
進

を
図
り
ま
す
。

行政財産等の使用状況実態調査の結果に基づいて策定された

有利用化財産の処理計画（当初調査結果）

14年度末時点における

要処理財産

15年度中に処理が

なされた財産

15年度末時点における

要処理財産

区　　　分

国 の 利 用

合 　 　 計

売 　 払

借上解消

出 　 資

そ の 他

国 以 外 の 利 用

件�数

27

50

40

10

0

0

77

122

96

71

24

0

0

219

19

15

15

0

0

0

34

26

32

28

3

1

0

58

119

72

54

15

1

0

191

27

23

21

0

1

0

50

3

7

4

0

2

1

10

3.4

8.6

3.9

0

4.6

0.1

12

2.1

6.4

4.5

0

1.8

0.1

8.5

18

30

18

3

0

9

48

99.4

80.1

42.8

15.9

0

21.4

179.5

16.2

25.8

10.1

0

0

15.7

42.0

面�積 台�帳�価�格 件�数 面�積 台�帳�価�格 件�数 面�積 台�帳�価�格 件�数面�積 台�帳�価�格

【
親
事
業
者
の
義
務
】

【
親
事
業
者
の
禁
止
行
為
】

【
振
興
基
準
】

トラブル防止 

（１）

（２）

　○
取
引
条
件
等
を
記
載
し
た
注
文
書
の
交
付

○
下
請
取
引
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書

　
類
の
作
成
と
保
存

○
下
請
代
金
の
支
払
期
日
を
定
め
る
こ
と

○
遅
延
利
息
の
支
払

○
受
領
拒
否

○
下
請
代
金
の
支
払
遅
延

○
下
請
代
金
の
減
額

○
返
品

○
買
い
た
た
き

○
物
の
購
入
強
制
・
役
務
の
利
用
強
制

○
報
復
措
置

○
有
償
支
給
原
材
料
等
の
対
価
の
早
期
決
済

○
割
引
困
難
な
手
形
の
交
付

○
不
当
な
経
済
上
の
利
益
の
提
供
要
請

○
不
当
な
給
付
内
容
の
変
更
・
や
り
直
し

○
下
請
事
業
者
の
生
産
性
の
向
上
及
び
製

　
品
若
し
く
は
情
報
成
果
物
の
品
質
若
し

　
く
は
性
能
又
は
役
務
の
品
質
の
改
善

○
親
事
業
者
の
発
注
分
野
の
明
確
化
及
び

　
発
注
方
法
の
改
善

○
下
請
事
業
者
の
施
設
又
は
設
備
の
導
入
、

　
技
術
の
向
上
及
び
事
業
の
共
同
化

○
対
価
の
決
定
の
方
法
、
納
品
の
検
査
の
方

　
法
そ
の
他
取
引
条
件
の
改
善

○
下
請
事
業
者
の
連
携
の
推
進
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個
人
消
費

天
候
要
因
な
ど
に
よ
る
影
響

か
ら
横
ば
い
で
推
移

台
風
の
影
響
な
ど
が
み
ら
れ
る

も
の
の
高
水
準
を
維
持

一
部
に
動
き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、

盛
り
上
が
り
に
欠
け
る

改
善
の
動
き
が
続
い
て
い
る

生
　
産

雇
用
情
勢

　
雇
用
情
勢
を
み
る
と
、
有
効
求
人
倍
率
は
緩
や
か

な
が
ら
も
改
善
の
動
き
が
続
い
て
い
る
。

�
�

新
規
求
人
数
、
県
外
か
ら
の
受
求
人
数
は
引
き
続

き
増
加
し
て
お
り
、
就
職
件
数
も
増
加
し
て
い
る
。

�
�

こ
の
よ
う
に
、
改
善
の
動
き
が
続
い
て
い
る
。

観
　
光

持
家
、
貸
家
、
分
譲
で
い
ず
れ
も
前
年
を
下
回
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
体
で
も
前
年
を
下
回
っ
て

い
る
。��

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

十
六
年
度
は
、
十
二
・
六
％
の
増
加
見
通
し
（
上
期

〇
・
五
％
増
、
下
期
二
十
三
・
八
％
増)

�

。
業
種
別

に
み
る
と
、
製
造
業
は
減
少
見
通
し
、
非
製
造
業

は
増
加
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。��

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

公
共
工
事
前
払
金
保
証
請
負
額(

累
計)

で
み
る
と
、

全
体
で
は
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。��

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

十
六
年
度
は
、
六
・
一
％
の
増
益
見
通
し(

上
期
十

六
・
九
％
増
、
下
期
三
・
五
％
減
）
。
業
種
別
に
み
る

と
、
製
造
業
、
非
製
造
業
と
も
に
増
益
見
通
し
と

な
っ
て
い
る
。��

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

現
状
（
十
六
年
七
〜
九
月
期)

は
「
下
降
」
超
。
先
行

き
は
「
上
昇
」
超
に
転
じ
る
見
通
し
。

管内経済は、台風等の影響から一服感がみられるもの
の、持ち直しの動きが続いている。
先行きについては、持ち直しの動きが持続する見込み。

生産活動は盛り上がりに欠け、個人消費は天候要因などによる影響から横ばいで推移

し、雇用情勢は改善の動きが続いており、観光は台風の影響などがみられるものの高

水準を維持している。先行きについては、観光が高水準で推移し、個人消費は底固く

推移すると見込まれることから、持ち直しの動きが持続する見込み。

　
個
人
消
費
を
み
る
と
、
百
貨
店
は
郊
外
へ
の
大
型
ス
ー

パ
ー
出
店
の
影
響
な
ど
か
ら
依
然
と
し
て
前
年
を
下
回
っ

て
い
る
。
主
要
ス
ー
パ
ー
は
、
昨
年
の
猛
暑
の
反
動
や
台

風
の
影
響
な
ど
が
み
ら
れ
る
も
の
の
新
規
出
店
効
果
に
よ

り
主
力
の
飲
食
料
品
が
堅
調
な
こ
と
か
ら
ほ
ぼ
前
年
並
み

と
な
っ
て
い
る
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
堅
調
に
推

移
し
て
い
る
。

　
耐
久
消
費
財
で
は
、
家
電
量
販
店
は
、
エ
ア
コ
ン
が
昨

年
の
猛
暑
の
反
動
に
よ
り
低
調
な
こ
と
な
ど
か
ら
、
前
年

を
下
回
っ
て
い
る
。
自
動
車
販
売
は
、
新
車
販
売
が
、
普

通
乗
用
車
や
軽
乗
用
車
が
好
調
な
こ
と
か
ら
、
前
年
を
上

回
っ
て
い
る
。
中
古
車
販
売
は
、
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
個
人
消
費
は
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、

天
候
要
因
な
ど
に
よ
る
影
響
か
ら
、
横
ば
い
で
推
移
し
て

い
る
。

　
先
行
き
に
つ
い
て
は
、
主
要
ス
ー
パ
ー
の
飲
食
料
品
や

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
引
き
続
き
堅
調
な
こ
と
や
台

風
シ
ー
ズ
ン
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
当
面
、
底
固
く
推

移
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

　
観
光
を
観
光
入
込
客
数
で
み
る
と
、
台
風
の
影
響
な

ど
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
引
き
続
き
フ
リ
ー
プ
ラ
ン
が

人
気
と
な
っ
て
お
り
、
高
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。
な
お
、

主
要
ホ
テ
ル
の
客
室
稼
働
率
は
、
ホ
テ
ル
の
新
設
が
相

次
い
だ
こ
と
に
よ
る
宿
泊
客
の
分
散
な
ど
か
ら
低
下
し

て
い
る
。
一
方
、
客
室
単
価
は
、
値
戻
し
の
動
き
が
続
い

て
お
り
、
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。
観
光
関
連
施
設
の
入

場
者
数
は
、
美
ら
海
水
族
館
の
オ
ー
プ
ン
効
果
が
一
巡

し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。

　
先
行
き
に
つ
い

て
は
、
修
学
旅
行
、

フ
リ
ー
プ
ラ
ン
等

の
予
約
状
況
が
前

年
を
上
回
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
高
水
準
で
推

移
す
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
る
。

住
宅
建
設

設
備
投
資

公
共
事
業

企
業
収
益

企
業
の
景
況
感

0

2,000

4,000

6,000

15年14年13年
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16/816/716/616/516/416/316/216/115/1215/1115/1015/915/8

（千人） （％）

観光入込客

対 前 年 比

中古車登録台数

新車登録台数 大型小売店等

個人消費

天候要因などによる影
響から横ばいで推移

●平成16年10月

●平成16年7月

底固く推移

（下方修正）

経済動向

生　　産

一部に動きがみられるもの、
盛り上がりに欠ける

●平成16年10月

●平成16年7月

持ち直しの兆し

（下方修正）

経済動向

（不　変）

雇用情勢

改善の動きが続いて
いる

●平成16年10月

●平成16年7月

経済動向

依然として厳しい状
況にあるものの、改
善の動きがみられる

観　光

台風の影響などがみられ
るものの高水準を維持

●平成16年10月

●平成16年7月

高水準で維持

（不　変）

経済動向

■観光入込客数

　
生
産
活
動
を
み
る
と
、
窯
業
土
石
で
は
、
生
コ
ン

は
前
年
並
み
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
全
体
で
は
前

年
を
下
回
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
食
料
品
で
は
、
泡
盛
は
好
調
に
推
移
し
、

パ
ン
も
順
調
な
も

の
の
、
清
涼
飲
料
・

嗜
好
飲
料
な
ど
が

天
候
要
因
も
あ
っ

て
低
調
な
こ
と
か
ら
、

全
体
で
は
前
年
を

下
回
っ
て
い
る
。

　

こ

の

よ

う

に

、

生
産
活
動
は
一
部

に
動
き
が
み
ら
れ

る
も
の
の
、
盛
り

上
が
り
を
欠
い
て

い
る
。総括判断

管内経済は、台風等の影

響から一服感がみられる

ものの、持ち直しの動き

が続いている。先行きに

ついては、持ち直しの動

きが持続する見込み。

●平成16年10月

●平成16年7月

（下方修正）

経済動向

一部に厳しさがみられるも

のの、全体として持ち直し

の動きが強まっている。

■大型小売店等販売額、新車登録台数、中古車登録台数（前年比）

本頁の経済動向は、景

気の足元の方向性を

示したものであり、景

気の水準を示したも

のではない。また、前

年との比較での方向

性でもない。（前年と

の比較は、判断の欄に

（　）書きで示してある。）

ポイント
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沖縄総合事務局長式辞

礎石の搬入

国

……………………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………

真喜屋ダム完成予想

ha

・・

営
環
境
保
全
型
か
ん
が
い
排
水
事
業
「
羽
地
大

川
地
区
」
に
お
い
て
建
設
中
の
真
喜
屋
ダ
ム
（
中

心
遮
水
ゾ
ー
ン
型
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
　
堤
高
三
十
三
・

六
ｍ
、
堤
長
百
七
十
一
・
一
ｍ
）
の
礎
石
を
据
え
建
造

物
の
永
久
堅
固
と
安
泰
を
祈
願
す
る
定
礎
式
が
十
月
五

日
（
火
）
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
羽
地
大
川
地
区
」
で
は
、
名
護
市
、
今
帰
仁
村
千
三

百
二
十
六
　
の
農
地
に
対
す
る
か
ん
が
い
施
設
を
整
備

す
る
こ
と
に
よ
り
生
産
性
の
向
上
や
近
代
化
を
図
る
こ

と
や
、
関
係
行
政
機
関
と
連
携
し
環
境
保
全
型
農
業
の

普
及
・
定
着
に
よ
り
地
域
の
環
境
保
全
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
真
喜
屋
ダ
ム
は
、
今
年
度
完
成
予
定
の
特
定
多
目
的

ダ
ム
「
羽
地
ダ
ム
」
と
と
も
に
「
羽
地
大
川
地
区
」
の

水
源
と
し
て
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
真
喜
屋
ダ
ム
の
有

効
貯
水
量
は
百
二
十
六
万
㎥
で
そ
の
水
は
沖
縄
本
島
内

の
受
益
地
の
み
な
ら
ず
、
海
を
隔
て
て
屋
我
地
島
、
古

宇
利
島
へ
と
供
給
さ
れ
ま
す
。

　
定
礎
式
当
日
は
、
前
日
ま
で
の
風
雨
や
台
風
二
十
二

号
の
発
生
に
よ
り
、
天
候
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

幸
い
に
も
薄
日
の
差
す
中
、
沖
縄
総
合
事
務
局
を
は
じ

め
沖
縄
県
、
受
益
市
村
で
あ
る
名
護
市
、
今
帰
仁
村
な

ど
の
関
係
者
約
百
名
を
集
め
、
無
事
に
式
典
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
定
礎
式
に
先
立
ち
、
工
事
関
係
者
や
地
元

関
係
者
な
ど
が
出
席
し
た
神
事
も
厳
粛
裡
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
定
礎
式
は
、
十
時
三
十
分
か
ら
始
ま
り
、
式
辞
と
し

て
竹
林
沖
縄
総
合
事
務
局
長
か
ら
干
ば
つ
被
害
の
軽
減
、

花
き
、
野
菜
、
果
樹
等
の
導
入
に
よ
る
高
付
加
価
値
型

農
業
の
振
興
、
営
農
対
策
と
の
連
携
に
よ
り
赤
土
流
出

を
防
止
し
地
域
の
環
境
保
全
を
図
る
と
い
う
本
事
業
の

目
的
や
ダ
ム
建
設
に
か
か
る
用
地
の
提
供
関
係
者
へ
の

お
礼
な
ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
江
上
羽
地
大
川
農
業
水
利
事
業
所
長
に
よ

り
本
事
業
の
必
要
性
、
昭
和
五
十
二
年
調
査
着
手
、
昭

和
六
十
年
の
事
業
着
工
、
平
成
三
年
度
か
ら
の
真
喜
屋

ダ
ム
の
付
替
道
路
工
事
着
手
と
い
っ
た
真
喜
屋
ダ
ム
建

設
工
事
の
経
過
や
、
平
成
十
八
年
度
試
験
湛
水
、
平
成

十
九
年
三
月
の
事
業
完
了
な
ど
予
定
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　
稲
嶺
沖
縄
県
知
事
や
岸
本
名
護
市
長
の
祝
辞
で
は
、

当
地
域
に
お
け
る
農
業
や
農
業
振
興
に
必
要
と

な
る
基
盤
整
備
の
重
要
性
、
基
盤
整
備
の
一
環

と
し
て
安
定
的
な
農
業
用
水
の
確
保
供
給
を
行

う
本
事
業
へ
の
期
待
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
内
閣
府
沖
縄
振
興
局
、
農
林
水
産

省
農
村
振
興
局
か
ら
の
祝
電
の
披
露
や
施
工
業

者
に
よ
る
工
事
安
全
宣
言
が
行
わ
れ
た
後
、
定

礎
の
儀
へ
と
式
典
が
進
み
ま
し
た
。

　
定
礎
の
儀
で
は
地
元
真
喜
屋
・
稲
嶺
区
の
獅

子
舞
な
ど
の
先
導
に
よ
り
事
業
所
職
員
と
施
工

業
者
が
約
百
㎏
に
及
ぶ
黒
御
影
石
製
の
礎
石
を

搬
入
し
た
後
、
定
礎
石
を
据
え
る
鎮
定
の
儀
、

定
礎
石
を
安
定
さ
せ
る
斎
槌
の
儀
、
定
礎
石
を
埋
め
る
埋

納
の
儀
、
締
固
め
が
名
護
市
長
、
今
帰
仁
村
長
ほ
か
関
係

者
に
よ
り
、
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
重
機
に
よ
る
盛
立
が
開
始
さ
れ
、
出
席
者
一

同
に
よ
る
万
歳
三
唱
が
式
典
会
場
に
響
き
渡
る
と
同
時
に
、

く
す
玉
が
割
ら
れ
、
真
喜
屋
ダ
ム
の
定
礎
を
祝
い
ま
し
た
。

　
平
成
十
八
年
度
の
事
業
完
了
ま
で
あ
と
約
二
年
半
で

す
。
残
さ
れ
た
時
間
は
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
予

定
通
り
の
事
業
完
了
を
目
指
し
、
沖
縄
総
合
事
務
局
羽

地
大
川
農
業
水
利
事
業
所
で
は
引
き
続
き
、
事
業
実
施

に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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沖縄総合事務局経済産業部特許室では、産業財産権に関する

出願・登録手続き等の総合的な支援を行っております。ご活

用ください。

：月～金曜日　9時～17時

：土曜日・日曜日及び祝際日

　年末年始（12月29日～1月3日）

：〒900-0016�那覇市前島3-1-15�大同生命ビル５階

　TEL�098-867-3293　FAX�098-867-3286

　
二
十
一
世
紀
は
、
知
的
創
造
の
時
代
と
い
わ
れ
、

研
究
開
発
を
発
展
さ
せ
、
そ
の
成
果
を
蓄
積
・

有
効
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
す
。
知

的
財
産
権
制
度
は
、
技
術
向
上
、
新
規
産
業
創

出
等
に
資
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
強
化
を
図

る
こ
と
の
重
要
性
が
日
増
し
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

知
的
財
産
権
と
は
、
人
間
の
幅
広
い
知
的
創
造

活
動
に
つ
い
て
、
そ
の
創
作
者
に
権
利
保
護
を

与
え
る
も
の
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
人
間
の
知
的
創
造
活
動
の
成

果
と
し
て
、
独
創
的
な
ア
イ
デ
ア
で
あ
る
「
発
明
」

や
「
考
案
」、
ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
「
意

匠
」
、
音
楽
や
小
説
、
絵
画
な
ど
の
「
著
作
物
」

な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特
許
法
・
実
用
新

案
法
、
意
匠
法
、
著
作
権
法
に
よ
っ
て
保
護
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
営
業
上
の
標
識
と
し
て
は
、
事
業
活

動
を
行
う
時
に
使
わ
れ
る
名
前
で
あ
る
「
商
号
」、

自
己
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
示
す
た
め
に
用
い

ら
れ
る
「
商
標
」
（
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ン
ド
）
な
ど

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
商
法
、
商
標
法
に
よ
っ
て

保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
経
済
産
業
部
産
業
課
で
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
対
応
し
た
知
的
財
産
権
保
護
の
た
め

の
戦
略
的
取
り
組
み
を
推
進
し
て
お
り
、
知
的

財
産
は
産
業
技
術
を
支
え
る
知
的
基
盤
と
位
置

づ
け
、
知
的
財
産
権
セ
ミ
ナ
ー
（
特
許
法
、
実

用
新
案
法
、
意
匠
法
、
商
標
法
）
や
特
許
流
通

フ
ェ
ア
等
、
様
々
な
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
近
々
開
催
さ
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
は
右
記
の
と
お

り
で
す
。
是
非
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

株式会社オー・シー・オー

申 � 込 � 先

開放意志のある特許技術

のシーズと特許導入のニ

ーズを結ぶ貴重な「出会

いの場」を開催します。

沖縄会場（基調講演、プレゼンテーション）

■開催日　平成16年12月1日（水）
　　　　　am10:00～pm�5:00

■場　所　沖縄産業支援センター1階101ホール
　　　　　那覇市字小禄1831番地1

特許室ご利用案内

開館時間  
休 館 日  
 
所 在 地  

特許流通フェア2004�in�九州・沖縄
～ビジネスチャンスのメインディッシュは知財で決まり～

特許�45位

実用新案�36位

意匠�35位

商標�30位

沖縄県の
出願件数は全国で…

(H15年)

上原��方成�氏（琉球大学名誉教授）

中根��　章�氏（比謝川をそ生させる会会長）

武内��孝夫�氏（沖縄県文化環境部消防防災課課長）

大城��芳樹�氏（沖縄県土木建築部河川課課長補佐）

萬徳��昌昭�氏（沖縄総合事務局開発建設部技術管理官）

玉城��朋彦�氏（メディア・エクスプレス代表取締役、テレビキャスター）

パ ネ リ ス ト

コ ー デ ィ ネ ー タ ー

豪雨災害の増加（自然災害は必ず発生する。）
異常気象の多発、台風の大型化

堤防整備（ハード整備）は万能ではない
自然は往々にして人間の予測を超える

ハードとソフトの両面の対策
施設整備と情報連絡・警戒避難の両面

大災害は行政の限界を超える
地域の対応が重要　→　自助・共助

防災コミュニティーの必要性

だからこそ防災コミュニティが重要

平時にどう備えるべきか

自分たちの土地の特徴を知っておくこと
どのようなタイプの災害に遭うのか

どの程度の浸水になるのか

これらのいわゆる環境認識が重要

日頃からの地域防災の確立

ハザードマップ（地域ごとの浸水予測図）
整備が必要、またその他防災情報の整備

また、受け取り手がよく解かるように

地
域
住
民

行�
政

と
ま
り
ん 沖

縄
総
合

事
務
局

ファミリー
マート

泊　港

特許室
大同生命
ビル5F

▲

安
里交

差
点

▲浦添

那
覇
空
港
▼

意匠・商標関係  

内��容：

日��時：

場��所：
定��員：

a）��意匠制度の活用について

b）��商標制度の活用について

●質疑応答

福岡県　松尾特許事務所

弁理士　松尾　憲一郎

a

福岡県　梶原特許事務所

弁理士　梶原　勝彦

b

平成16年12月3日（金）
13：00～17：30

沖縄ハーバービューホテル／2F羽衣の間

50名

講�師

　
「
生
命
・
財
産
を
守
れ
る
か
、
地
域
の
防
災
力
を
問
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
緊
急
防
災
フ
ォ
ー
ラ

ム
in�

沖
縄
（
主
催:

全
国
地
方
新
聞
社
連
合
会
他
、
後
援:

沖
縄
総
合
事
務
局
他
）
が
十
月
一

日
、
那
覇
市
内
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
当
日
は
約
二
百
六
十
名
の
聴
講
者
で
会
場
は
埋
め
尽
く
さ

緊急防災フォーラム開催状況

　
今
年
は
七
月
の
新
潟
・
福
島
・
福
井
で
の

集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
な
ど
全
国
で
大
き
な

水
害
が
多
発
し
、
避
難
情
報
の
遅
れ
な
ど
の

問
題
が
マ
ス
コ
ミ
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
た
他
、
「
自
分
の
地
域
だ
け
は
安
全
だ
」

と
い
う
危
機
管
理
の
欠
如
な
ど
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題

へ
の
対
応
を
緊
急
的
に
図
る
べ
く
開
催
さ
れ

た
も
の
で
、
住
民
・
学
識
経
験
者
・
行
政
（
治

水
・
消
防
）
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
で
あ
る
五
人

の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
り
、
「
治
水
・
防
災
の

現
状
」
、
「
国
・
地
方
自
治
体
・
地
域
住
民
そ

れ
ぞ
れ
が
何
を
す
べ
き
か
」
な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
な
ど
ソ
フ
ト
面
に
よ
る
地
域
防
災
力
の

強
化
を
図
っ
て
い
く
と
共
に
、
近
年
の
集
中

豪
雨
の
多
発
、
時
間
雨
量
の
増
加
傾
向
に
対

応
す
る
た
め
の
ハ
ー
ド
対
策
の
必
要
性
な
ど
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
輪
が
一
体
と
な
っ
た

防
災
対
策
が
重
要
で
あ
る
こ
と
で
一
致
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
県
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

観
点
か
ら
地
域
と
防
災
行
政
が
協
働
し
「
地

域
の
防
災
力
」
を
着
実
に
高
め
て
い
き
「
備

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
を
実
践
・
心
掛
け
て

い
く
べ
き
で
あ
る
と
総
括
さ
れ
ま
し
た
。

近傍20年間で1/10確率以上の降雨が５回発生

国
道
58
号

平成10年の降雨を確率評価すると
概ね100年に一度発生する降雨

【�那覇市における１時間最大降雨（S36～ H15の�43年間）】

１時間降水量

近年、雨の降り方が
激しくなる傾向にある

80mm/hは概ね1/10確率
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住民参加の体験学習

海中観光

観光交流空間モデル事業とは

前浜ビーチ

地域がもつ様々な資源を最大限に活用しながら、複数の市町村にま

たがる地域で、観光を軸とした良好な地域づくりと観光交流の拡大

を目指す取り組み（「観光交流空間づくり」）のモデルとなる事業です。
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農 林 水 産 部 総 　 務 　 部

　伊良部町の佐良浜漁港に漁船（5ト

ン未満）専用の浮桟橋（物揚場）が

完成し、10 月 1 日から本格的に供用

が開始され、漁獲物の荷揚げ作業な

どの利便性が一段と向上しました。

　佐良浜地区は古くからカツオ一本

釣り漁業が盛んです。近年ではパヤ

オ（浮魚礁）を中心とした沿岸漁業

及び沖合漁業である漁船漁業に加え、

モズク養殖も行っています。その漁

業活動の中心的役割を担っている伊

良部漁港は施設の老朽化が進み、地

元漁業者からは安全に漁業活動がで

きる漁港の整備が求められていました。

　本施設は、全国的にも漁業者の高

齢化が進行する中、安全かつ就労環

境の向上を目的に平成 15年度水産基

盤整備事業により、総事業費約 2 億

円をかけて整備された浮式タイプの

係留施設で、荒天時の安全係留が可

能となったほか、潮位の干満差にも

対応できるなど利便性が図られるこ

ととなりました。

　なお、沖縄県では今後も地元の要

望を踏まえて、浮桟橋を整備してい

く方針であり、沖縄総合事務局農林

水産部としても支援していきます。

　財務部では、未利用国有地の売却促進

に積極的に取り組んでいます。

　現在、平成 16 年度第 2回国有地一般

競争入札を実施しており、入札に多くの

方が参加できるよう新聞広告やホームペ

ージ等で広報しています。

　入札は、個人・法人どなたでも参加で

き、また、入札物件は、個人住宅向け、

又はアパートや事業者向けがあり、権利

関係が整理されていて安心してご購入い

ただけます。

　詳しい物件情報を載せた案内書を配布

していますので、お気軽に下記までお問

い合わせください。

　なお、今回の入札日程等は、次のとお

りとなっています。

佐良浜漁港（伊良部町）に

浮桟橋が完成

　小池百合子� 沖縄及び北方対策担当大

臣が就任後初めて10月 6日から7日の日

程で来沖されました。

　小池大臣は、那覇空港に到着後、国立

沖縄戦没者墓苑及び大臣の出身地である

兵庫県の慰霊碑「のじぎくの塔」を参拝

するとともに、平和の礎及び沖縄平和祈

念堂の視察を行いました。その後、県庁

において稲嶺沖縄県知事及び外間沖縄県

議会議長と懇談を行い、懇談後宜野湾市

の沖縄国際大学において米軍ヘリ墜落現

場の視察、そして嘉数高台公園から普天

間飛行場の視察を行いました。

　翌7日には、沖縄総合事務局において、

幹部に対し、「環境大臣との兼任という

ことで、環境という観点からも沖縄をし

っかり振興していくように努めていきた

い。現場主義を大切にし、その上で適切

な判断を下していきたい。」と表明し、「ス

ピード感を持って現場の的確な情報をい

ち早く中央に伝えると同時に、課題に対

して臨機応変そして的確かつ適切に対処

するよう努力していただきたい。」と訓

示を行いました。その後、北部圏域市町

村長との懇談、市町村4団体代表及び各

圏域団体代表との懇談、経済団体代表等

との懇談、県内マスコミ各社との懇談を

行いました。そして、名護市辺野古のキ

ャンプ・シュワブから普天間飛行場代替

施設建設予定地、沖縄市泡瀬において中

城湾港泡瀬地区を視察され、記者会見を

行った後、帰任されました。

小池百合子

沖縄及び北方対策

担当大臣が

就任後初来沖

国有地

一般競争入札実施中

入札物件：16件

（那覇市 3件、沖縄市 5件、

浦添市1件、豊見城市2件、

宜野湾市1件、西原町1件、

名護市3件）

公 示 日：10月26日（火）

入札開札日：11月26日（金）

入札受付期間：11月15日（月）～24日（水）

入札の案内

本件に関するお問い合わせ先

　今回の入札で落札に至らなかった物件に

ついては、11月30日以降、先着順申し込みに

より売り出しますのでお問い合わせ下さい。

財務部統括国有財産管理官
（担当：仲田・平澤）

ホームページ：http//ogb.go.jp/okizaimu/

財 　 務 　 部

●
目
標
現
状
入
込
客
数
三
十
六
万
人

　
目
標
五
十
万
人
（
平
成
二
十
年
）

●
地
域
の
主
な
取
り
組
み

●
主
な
国
土
交
通
省
の
支
援

宮

古

地

域

の

取

り

組

み

事

例

・
宮
古
島
固
有
の
各
種
交
流
・
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
事
業
の
展
開

・
雪
国
の
農
村
等
と
の
健
康
交
流
事
業
の

実
施

・
宮
古
島
「
パ
ス
ポ
ー
ト
」
の
発
行
に
よ

る
交
通
機
関
、
宿
泊
施
設
、
飲
料
・
飲

食
店
へ
の
島
内
観
光
割
引
券
（
地
域
通

貨
）
の
実
施

・
住
民
参
加
に
よ
る
景
観
環
境
条
例
の
策

定
と
施
行
に
よ
る
琉
球
固
有
の
建
造
物

や
自
然
の
保
全

・
音
声
自
動
翻
訳
機
（
英
・
中
・
日
）
携

帯
型
端
末
の
貸
出

・
宮
古
と
雪
国
と
の
交
流
及
び
長
期
保
養
滞

在
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
へ
の
支
援

・
全
島
統
一
（
三
カ
国
語
）
案
内
標
識
の
設

置
へ
の
補
助

　
国
土
交
通
省
は
、
観
光
振
興
を
核
と
し
て
国
内
外
か
ら
交
流
人

口
を
拡
大
す
る
地
域
づ
く
り
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

街
並
み
や
暮
ら
し
ぶ
り
、
地
域
と
の
交
流
な
ど
の
広
が
り
を
持
ち
、

旅
行
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
観
光
交
流
空
間
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
、
先
進
的
な
観
光
交
流
空
間

づ
く
り
を
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
事
業
、
施
策
に
よ
り
総
合
的
、
重

点
的
に
支
援
す
る
「
観
光
交
流
空
間
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
十
六
年
度
に
つ

い
て
は
、
申
請
の
あ
っ

た
地
域
の
中
か
ら
国
土

交
通
省
ホ
ー
ム
ー
ペ
ー

ジ
上
で
行
っ
た

C
S

調
査
（
顧
客
満
足
度
調

査
）
の
結
果
も
参
考
に

し
な
が
ら
、
全
国
で
十

六
地
域
が
選
定
さ
れ
、

沖
縄
か
ら
は
宮
古
広
域

連
携
観
光
交
流
推
進
協

議
会
が
選
定
さ
れ
ま
し

た
。

関連リンク

http//www.mlit.go.jp/sogoseisaku/kanko/top.htm
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運 輸 部 開 発 建 設 部 経 済 産 業 部

 

　陸上労働者に比べて発生率の高い船

員の災害（陸上の約5倍）や、疾病（特

に近年割合が高くなっている生活習慣病）

の防止について、船舶事業者及び船員

の意識を高めようと、9月を船員労働

安全衛生月間とし、各種の行事を展開

しました。

　まず、9月 1 日に沖縄県水産会館に

おいて船員、船舶所有者、行政機関等

多数の参加のもと船員災害防止大会が

開かれ、心を新たにして、船員の災害

の絶無と健康の維持を目指した日々の

活動を推進していくこととする大会宣

言がなされました。

　この後、「海難審判制度について・裁

決からみた船員の死傷事例とその対応策」

の演題で門司地方海難審判理事所那覇

支所及び門司地方海難審判庁那覇支部

の職員による特別講演が行われました。

　このほか、会場には、作業用救命衣、

安全靴、救命浮環等、船員の保護具の

展示場も開設され、年々機能が増して

いる保護具に参加者らの関心が集まり

ました。

　また、月間中は、訪船指導員が、県

内各港に停泊中の船舶を訪れ、海中転

落事故を防ぐための舷梯（岸壁と船舶

を結ぶ梯子）の設置状況、飲用水の水

質等、数十の項目についての点検指導

を行いました。

　リサイクル関係 8府省注1では、循環型社

会の形成に向けて 3R 推進に対する理解と

協力を求めるため、毎年 10 月を「リデュ

ース・リユース・リサイクル推進月間（略

称／3R推進月間）」と定め、広く国民に向

けて、普及啓発活動を実施しています。

　経済産業部は、3R推進月間の行事の１つ

として、10月 22日に第 10回環境ビジネス

フォーラムを開催しました。環境ビジネス

フォーラムでは、3Rへの理解を深めること

を目的にエコタウン事業を所管している経

済産業省環境調和産業推進室　鈴木謙次郎

課長補佐及びエコタウン事業の先進地であ

る水俣市企業対策室　山村滋子主査を講師

として招聘し、沖縄でのエコタウン事業の

推進・展開についての講話を行いました。

　また、10月 22日から 24日にかけて開催

された第 28 回沖縄の産業まつりの「産学

官共同技術開発コーナー（武道館）」では、

日常生活における3R実践に役立つように、

身近な製品を題材とした目で見て手で触っ

て実感できる3R学習（容器包装リサイクル）

教材を展示しました。

　循環型社会形成のためには、国民、事業

者、行政が互いに協力し、リデュース〈廃

棄物の発生抑制〉、リユース〈製品・部品

の再使用〉、リサイクル�〈再生資源の利用〉

といった3R（スリーアール）の取り組みを

進めていくことが重要です。

注1）関係８府省は、内閣府、財務省、文部科学省、厚生労働省、

　　　農林水産省、経済産業省、国土交通省、環境省

平成16年度船員労働

安全衛生月間の実施

3R推進月間における実

施事業について

平成16年度全国道路標

識週間の実施

　道路標識の充実と利用者の利便向上を

図ることを目的に、平成16年 10月１日

～7日まで各道路管理者、公安委員会の

協力のもと全国道路標識週間を実施しま

した。��

　今年の活動は、ポスター掲示、ラジオ

放送、道路情報板、電光掲示板等による

広報、活動でリーフレット配布、沖縄県

庁１階ロビーと道の駅「許田」において

パネル展示を行いました。

　わかりやすい道路案内標識を実現する

ため、国土交通省では本年6月に有識者

からなる検討会を設け、このほど提言素

案がまとめられ、道路利用者の皆様から

幅広く意見を募集しました。

　また、県内においても道路利用者の視

点に立った案内標識の整備を目指して調

整検討を行っています。

　なお、「わかりやすい道路案内標識に

関する検討会」の詳細は、http://www.

mlit.go.jp/road/sign/kentoukai/index

.html�にて掲載しています。

　また、県内では道路標識・表示に関す

る一般の方からの意見を求めるための標

識BOX（意見箱）を県内52箇所に設置し

ています。さらに、インターネットホー

ムぺージにもコーナーを開設しています。

アドレスは下記のとおりです。

10月は3R(スリーアール)推進月間�

Reduce（リデュース）物を大切に使う。ごみを減らそう。

Reuse（リュース）繰り返し使おう。

Recycle（リサイクル）再び資源として利用しよう。

http://www.road.dc.ogb.go.jp/index.html

主催：「公共建築の日」及び「公共建築月間」実行委員会

［（社）公共建築協会　（財）建築保全センター　（財）建築コスト管理システム研究所　（社）文教施設協会］

主催：国土交通省　文部科学省　法務省　全国知事会　全国市長会

（社）日本建築学会　（社）日本建築家協会　（社）日本建築士会連合会　（社）日本建築士事務所協会連合会

（社）建築業協会　（社）日本電設工業協会　（社）日本空調衛生工事業協会　（社）空気調和・衛生工学会

（社）日本設備設計事務所協会　（社）建築設備技術者協会　（社）建設電気技術協会　（社）電気設備学会
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那覇市コミュニティバス（石嶺・首里城みぐい）の
実証実験運行について

「特定商取引に関する法律」及び「割賦販売法」が
�改正され、平成16年11月に施行されました。

悪質商法に注意!


